池上。遼 


その日はうだるように暑く 
いい知れぬ臭いが人々を支 
配していた‘••… 
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この外の 
櫸の木に面 
した部屋に 
内側からすつ, 
窓を締めきつ一 
君だけがいた一 
ていぅんだろ、， 


S 


私じや 
ないわ 


すると室内に 

いつのまにか 
蠅が三匹翔んで 
るじやないか 


そのうち君 L 
恐しい事を 
想像して 
しまつた 


僕には最初から 
君の想像した 
事はおよそ 
見当はついて 
いたけどね 



君は腐ったもの 
が室内にあるの 


■ 


n 



ではないかと 

一 室内に 


君は 
執拗に 
その事を 
気にし 
はじめる 
んだ 



ところか 
室内にはい 
捜してもそんな 
ものはなかった 

自然に蠅が室内 

に発生する 

訳もない 




するとどぅだろぅ 
しめきったはずの 
窓枠の隅が少し 
開い.ていてその隙間 
から一匹の蠅が 
室内に入って 
きたでは 
か/ 
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まったく 

ばかげた話だ窓の 
外にその体中 
黽を集まらせた 
狂人がいたって 
訳さ V 




1 


この近くの ^ 
汚ハ町にゴロゴロして 
いる奴なんだ暑さの 
ためたまたま日影を 
求めて歩くぅち君の 
家の櫸の木を見つけて 
この窓の下で休ん 
でいたんだ 
つまり繩を 
室内に運んだのは，， 
その狂人だった 
訳だょ 

ただそれだけの 
v 話だろう j 



東京の /V 
自動車で 
亭滞している 
.洪水の真中に 
ポッンといたりする 
そんなときいつも 
灼熱のガス塊が 
頭上真近に.照り 

つけていて 
暫くすると ^ 


また頭か 
燃えるよぅな 
感じがする 
するといつのまに h 
僕は君の 

姿を見つけ j 
てるんだ y そ 

A J 向 

^ 君は僕に 

繰 




それを 
君は何度 
同じ睾を 

なぜだか今まで 
ここで僕は 
君と別れてし 

ま、っんだ. . 

気がついたら 
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疲れて 

るんだ君は ノ 

. あんな 

恐しくってばか 
げた想像は 
忘れるんだ | 



まさか君 t 
三匹の蠅が 
翔びまわり_ _ 
時外； i はま だ 
狂人は来ていなく 
それから 暫く 
して隙間から 一 E 
の¢1が入ってきた 
初めて狂人がそこ 
来て休んだの 
知れない. 

なんて考， 

いるんじ' 

ろうね 


まさか 
君’は 




ましてそれを ^ 
はっきり確かめる 
なんて 

正常な者の 一 
する事じや 』 
ない一 > 


そんなばかな 
事かある 
訳がない 


そぅすると 
いったい最初 

の三匹の蠅は 

何処から 

発生したのか？ 

……って J 

くだらない 

事を . 
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して 
たる- 

青白い大きな 
姐虫がかたま 
て這って 
んだ 




あたりは 
腐った 
魚腑に似た 
悪臭を 
はなち始 
る 


灼熱のガス塊 
がジリジリと 
照りつけると ^ 
こ、っいぅ町はまるで 
排泄物を処理 
できなくなった 、 
巨大な 臓物 ず 

みたいに 1 
なつて _ 



君は 

知らなかつノ 
たのか… 
ああ 

蠅が群 V 

れを ./ S 
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， . 貧 .T . 


■I^M 




mm 


1 

pi 




>2Ji 




て v ^ y, 一 


II 


r 、たまたま隙間^^ 
から入つてきたん 
だょあの蠅は… 
，それなのに窓の 
.外に狂人がいた 
V ばっかりに… J 


んな場所へ 
らを来さ廿 
のは誰なん 
や君じやな 
の狂人だ 

いつのせぃ 
んだ/ 


まるで自分の ノ 
体の内部を 
眺めているよぅ 

で . そして 

さらに 強く 
意識させるかの 
よぅに 嘔吐を 
もよおして ^ 

if 



じ囊冢|袭1 j 


他にも^^ 

こぅいぅ 

場所が \ 
有るつて事を.^ 
僕は以前か 
ら知っていた 
でもいつも近よら 
ないようにずつと、 
避けてきたんだ y 


いつしかその 
脔 fl 蘭.こ 

襤褸の臓物の上 
を蠅が群れを 
つくって蝕み 
始めるのさ 
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最初から \ 
僕は 

ここへ来る 
のは厭 
だつたんだ 
•••それを 



この / 
腐ったノ 
肉の臭い 
繩の翔音を 
忘れょぅ 

としている 
事を思い 
出させな 

いでくれ/ 


不消化の 
ま由 nr 力ら 
吐出された 
肉みたいに 
足蹴にした 
ほど厭な 
顔だ 


走行 
中に這い 
出よぅと 
したんだ 
まるで口か 
ら 汚物を 
吐くょぅに 
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僕には 
わかって 
君が想像し 
た事は…… 
だからだから 
もうやめてくれ 
これ以上は/ 


本当に 

いい加減 

にして 

くれ/ 


私じゃ 

あんた. 

さつき 

汚い町. 

運んで 

きたん. 


蝶ょ/. 

あんたの首の 
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まさか 

実際に 

僕は 

信じない/. 


僕の場合 
も確実に 
口から翔び出し 
ていた 
二度も見 
違えるはず 
がない/ 




























夏厭厭あ 

はだだあ J 
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^m 
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なにも 

かも 

すぐ 

腐つ 
ちやぅ 
わねえ 
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てか蛆青とそは悪み巨町な夏 
いた虫白こしな臭た大全るに 
たまがいろてちをいな体と 
つつ 大 にい 始に臓はあ 
けて き ため な物の 
、？なるるてっ A 



それからは^^ 
いつも人が口に2 
する言葉とは 
別に心の奥にある 
、つしろ暗いものを 
隠し続ける 
ように僕ばあの 
町を避け続けた 


だがあれは 
想«ではなく 
あの町は本当に 
僕の身の内部を 
象徴していた 
そして君の口か 
蠅が翔び出した 
のを見た 
僕と同じよぅに 
でも僕はずつと 


それを君は 
なぜ僕に隠して 
おいてくれなかっ . 
んだぁの時 
僕には解って 
いたんだ 
室内には腐敗 
物がちゃんと 
#)■ った事を… 
そいつは不透明の 
ものに包み隠 
されていて外部 
からは誰にも 
わからない君 
自身の内部 \ 

ごつてこ 


さらに 

それを強く 〆 广 
意識させるかの \ 
よぅに ng 吐を ^ 
もよおしてくるし ^ 
そして 口の中が甘 ^ 
酸っぱくなって 一 
.くると すべす'/ 

として小麦色に 
光った僕の皮膚 
のしたにははっきりと一 
あの町のよぅに j 
腐れ爛れた 
襤褸の臓物が I 

いっぱいつまって ア 
いるのではないか^ 
と思えてくる 
のだ 












君は僕の ^ 
気持なんか 
なんにも解って 
なんかいなかつ 
たんだ/ 

僕は外部から 
見える君の * 
不透明のもの 
だけを眺めて 
いたかったのに… 


やっぱり君は ノ 
狂っていたんだ/ 

最初から全部 
の窓をしめきって 
までなぜ 
こんな想像を 
確かめなければ 
ならなかつたんだ 
お互いに隠して 
おけばなんでも 
なかつたのに 


L 


どんな事が ^ 
ぁっても > 
それを僕は 
隠し続けた 
かったんだ：. 

人が口にする言葉 
とは別に心の 
奥にあるうしろ音. 
ものを隠し 一 
続けている ^ 
ょぅに…^> 
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0 
1 


f 


ま. 


小麦色 

をした 

僕らの皮虜の 
したには 
腐った贜 

物がつまっ 
ていると 
ぃぅ事を 
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いや 

こ、つ暑く 

てはね . 

正常な 
判断がつか 
なく 

なるんで 


見ろよ j 
運転して\一 
いた男の 
口からまるで 
蠅が出てる 
みたい 

じやなハか > 
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